
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施とは

　それぞれ一体的に実施するものとする。（令和２年４月１日施行）
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 ▽ハイリスクアプローチ⇒糖尿病性腎症重症化予防,重複頻回,健康不明者

 ▽ポピュレーションアプローチ⇒通いの場での保健指導

（広域連合が市町村に委託して実施）

★後期高齢者医療保険★国民健康保険

・令和２年度⇒船橋市,館山市,松戸市,習志野市,四街道市,香取市,多古町,睦沢町,銚子市

・令和３年度⇒25市町村が実施予定（令和２年度開始９市町含む）

広域連合として

・一律に対象者の抽出基準を設けたりすることなく、もともとある市町村の地域の

実情に沿いかつ年齢で区切ることがない取組であり、一人ひとりの特性に応じた、

きめ細やかな対応が期待でき、※高齢者の主観的な健康観が高まることを成果の１つ

としてデータヘルス計画に位置付けた。※アセスメント:「後期高齢者質問票」の回答(問診票)

千葉県の実施状況は

千葉県後期高齢者医療広域連合給付管理課

 （市町村）

（広域連合）

★介護保険 地域支援事業

健康寿命の３年延伸を目標にフレイル予防を主眼とし2024年度までに全市町村で実施

　令和元年５月22日一部改正（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施関係）

 ★高確法第１２５条第３項→後期高齢者広域連合は国民健康保険保健事業と地域支援事業を

 ★国民健康保険法第８２条第３項→市町村は高齢者保健事業と地域支援事業を

 ★介護保険法第１１５条の４５第５項→市町村は高齢者保健事業と国民健康保険保健事業を

一体的実施事業

（市町村）

▲一人の対象者へ国保・介護の各部署

から似たような予防事業の案内。

＠百歳体操教室
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▲７５歳の誕生日で保険証が変わることで

予防事業等が引き継がれていない。

＠糖尿病性腎症重症化予防事業

＠健康診査結果データ

国保の保健事業から高齢者保健事業

問題点

の解消
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